


　

い
ま
国
内
で
は
、
経
済
情
勢
の
悪
化
や
、
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
展

な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
し
、

活
力
あ
る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
男
女
が
と
も
に
意
欲
や
能
力

に
応
じ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

し
か
し
、
と
り
わ
け
女
性
は
、
人
口
の
半
分
を
占
め
、
世
界
最
長
寿
の

健
康
に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
、
世
界
有
数
の
高
い
教
育
を
受
け
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
能
力
が
社
会
で
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
三
重
県
で
は
、
女
性
の
社
会
参
画
に
対
す
る
支
援
を
通
じ

て
、
自
己
の
意
欲
や
能
力
を
十
分
発
揮
出
来
る
社
会
づ
く
り
へ
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
報
告
集
で
は
、
三
重
県
男
女
共
同
参

画
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
が
行
っ
た
活
動
や
、
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
も
身
近
な
自
治
体
の

長
で
あ
る
市
長
が
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
語
っ
た
「
名
張
市
長
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
の
内
容
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
が
、
社
会
で
の
活
躍
を
考
え
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

○
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
。
今
、
三
重
県
に
お
い
て

も
大
規
模
な
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
鈴
亀
地
域
男
女
共
同
参
画

推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
地
震
発
生
時
の

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
見
た
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
、
身
の
周
り
の
防
災
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、「
男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
見
た
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
24

年
１
月
21
日
に
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
で

開
催
さ
れ
た
、
鈴
鹿
市
主
催
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
女
性
も
参
画
す

る
鈴
鹿
の
災
害
に
対
す
る
体
制
づ
く
り

を
」
に
て
、
参
加
者
を
対
象
と
し
た
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
男
女

共
同
参
画
か
ら
み
た
防
災
に
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
全
体
の
傾
向
と
一
致
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

回
答
者
数
は
男
性
31
名
（
４
３
．

０
％
）、女
性
35
名（
４
８
．６
％
）、不
明
・

無
回
答
６
名
（
８
．３
％
）
の
計
72
名
で

し
た
。
年
代
別
で
は
、
40
歳
代
が
６
名

（
８
．３
％
）、
50
歳
代
が
21
名
（
２
９
．

２
％
）、60
歳
以
上
が
43
名
５
９
．７
％
）、

不
明
無
回
答
が
２
名（
２
．８
％
）で
し
た
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
概
要

Ｑ
１　

あ
な
た
の
家
で
は
地
震
に
備
え

て
何
か
準
備
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

全
体
で
は
、「
非
常
袋
（
ラ
ジ
オ
、
懐

中
電
灯
、
医
薬
品
な
ど
）」
と
答
え
た
方

が
６
８
．１
％
と
最
も
多
く
、
男
女
と
も

に
準
備
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
番
目
に
多
い
項
目
は
、「
非
常
用

の
食
料
・
飲
料
水
」（
５
６
．９
％
）
で
、

次
い
で
、「
家
具
類
の
固
定
・
転
倒
防
止
」

（
４
７
．２
％
）、「
現
金
・
通
帳
等
の
貴

重
品
を
ま
と
め
て
い
る
」（
４
１
．７
％
）、

「
非
常
時
の
連
絡
方
法
な
ど
を
家
族
で
話

し
合
う
」（
３
４
．７
％
）
で
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
、
女
性
が
男
性

を
上
回
り
ま
し
た
が
、
ハ
ー
ド
面
の
対

策
で
あ
る
「
建
物
の
補
強
」（
男
性
：

１
６
．１
％
、
女
性
：
５
．７
％
）
と
「
ガ

ラ
ス
窓
に
保
護
シ
ー
ル
を
貼
る
」（
男
性
：

１
６
．１
％
、
女
性
：
８
．６
％
）
で
は
、

準
備
を
し
て
い
る
と
答
え
た
男
性
が
、

女
性
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
ご
意
見
と
し
て
は
、「
こ
れ

か
ら
近
所
で
協
力
関
係
を
作
っ
て
い
き

た
い
」、「
無
線
で
仲
間
や
家
族
と
連
絡

を
と
る
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
見
た

防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
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食料・飲料水
（56.9％）

家具類の固定
転倒防止
（47.2％）

現金・貴重品
（41.7％）

非常時の連絡方法を
家族で話し合う
（34.7％）
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Ｑ
２　

被
災
時
に
困
る
と
予
想
さ
れ
る

事
は
何
で
す
か
。

　

全
体
で
は
、「
家
族
の
安
否
確
認
」
と

答
え
た
方
が
６
８
．１
％
と
最
も
多
く
、

男
女
と
も
に
選
択
さ
れ
た
方
が
多
い
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

男
女
別
で
み
る
と
、「
家
族
の
安
否

確
認
」
に
次
い
で
多
い
回
答
が
、
男
性

で
は
「
家
の
復
旧
」（
４
８
．４
％
）、
女

性
で
は
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
」

（
４
５
．７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
お
金
を
持
ち
出
せ
な
か
っ
た
時
の
支
払

い
」
と
「
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
」

の
項
目
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
６
．８
％
、

１
６
．４
％
女
性
が
男
性
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
３　

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
あ

な
た
は
ど
こ
に
避
難
し
ま
す
か
。

　
「
学
校
」
と
答
え
た
方
が
５
５
．
６
％

と
最
も
多
く
、
学
校
や
公
民
館
、
市
民

会
館
等
の
公
共
施
設
を
選
択
さ
れ
た
方

が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、「
地
震
発
生
時
に
ど
こ

に
い
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、（
そ
の
時
）

ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
う

行
動
す
べ
き
な
の
か
分
か
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｑ
４　

あ
な
た
が
避
難
所
に
希
望
す
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

　
「
男
女
別
ト
イ
レ
の
設
置
」（
７
０
．

８
％
）、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

空
間
（
仕
切
り
等
）」（
６
３
．９
％
）
と

答
え
る
方
が
多
く
、
特
徴
的
な
部
分
と

し
て
は
「
医
務
室
の
設
置
（
保
健
師
な

ど
の
派
遣
）」、「
替
え
の
下
着
（
豊
富

な
サ
イ
ズ
）」
の
項
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ

３
５
．６
％
、
３
２
．５
％
女
性
が
男
性

を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

家族の安否確認
（68.1％）
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家の復旧
（40.3％）

生活用品
食料の不足
（40.3％）

高齢者・
障がい者の介護

（40.3％）

お金の支払
（30.6％）

Q2

学校
（55.6％）

0

45.2
62.9

29.0
22.9

12.9
25.7
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20.0

男性
女性

22.6
8.6

10 20 30 40
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50 60 70 80

％

公民館・
コミュニティセンター
（27.8％）

市民会館等
堅固な公共施設

（22.2％）

その他
（19.4％）

分からない
（13.9％）

Q3

男女別トイレ
（70.8％）

0
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51.6
74.3

38.7
74.3
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65.7

男性
女性

45.2
57.1

10 20 30 40
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50 60 70 80

％

プライバシーに
配慮した空間
（63.9％）

医務室の設置
（56.9％）

避暑や防寒対策
（56.9％）

男女別更衣室
（50.0％）

Q4
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Ｑ
５　

避
難
所
生
活
が
長
期
化
し
た
際

に
希
望
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

男
女
と
も
に
「
入
浴
場
の
設
置
」

（
７
３
．６
％
）
と
答
え
た
方
が
最
も
多

く
、次
い
で
「
洗
濯
場
の
設
置
」（
４
８
．

６
％
）、「
適
切
な
役
割
分
担
の
実
施
」

（
４
７
．
２
％
）、「
調
理
場
の
設
置
」

（
４
４
．４
％
）、「
心
の
ケ
ア
」（
４
１
．

７
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
は
、

「
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
体
操
」、「
自

分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
は
す
る
」と
い
っ

た
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
自
由
意
見

　

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
他
に
も
、
多
く

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

抜
粋
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
男
性
女
性
お
互
い
が
出
来
る
こ
と
を

協
力
し
合
っ
て
行
動
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
」（
50
歳
代
男
性
）、「
平
時
か
ら
、

防
災
活
動
に
女
性
の
視
点
を
入
れ
る
こ

と
で
、
非
常
時
に
そ
れ
ら
が
機
能
す
る

と
思
い
ま
す
」（
60
歳
以
上
女
性
）、「
男

女
共
同
参
画
は
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

共
通
の
役
割
の
中
で
力
の
必
要
な
仕
事

も
男
性
同
様
に
女
性
に
や
ら
せ
る
の
は

ど
う
か
」（
60
歳
以
上
男
性
）、「
授
乳
、

ト
イ
レ
、
着
替
え
な
ど
、
乳
児
連
れ
の

お
母
さ
ん
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
専

用
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
」（
60
歳
以
上
男

性
）、「
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
今
ま
で
一
度
も
避
難
訓
練
の
話
は

聞
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
、
テ
レ
ビ
等
で

得
た
知
識
し
か
な
く
、
心
配
で
す
」（
60

歳
以
上
女
性
）。

　

こ
の
他
に
も
、
自
治
会
へ
の
女
性
の

参
画
や
女
性
消
防
団
へ
の
期
待
の
声
等
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
終
え
て

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で
あ
り
、

参
加
者
が
防
災
を
切
実
な
問
題
と
し
て

捉
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
Ｑ
１
の
「
地
震

に
対
す
る
備
え
」
に
関
す
る
質
問
で
、

「
近
所
と
の
協
力
関
係
が
作
れ
て
い
る
」

（
１
８
．
１
％
）
と
答
え
た
方
が
少
な
い

こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
が
起

き
た
時
は
、
自
助
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

共
助
（
協
助
）
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
亀
山
市　

一
見
八
郎
Ｓ
Ｐ
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
た
く
さ
ん
の
方
が

出
席
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
具
体
的
な
場

で
の
男
女
共
同
参
画
の
実
態
が
学
べ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作

成
は
、
他
の
調
査
等
を
参
考
に
し
つ
つ
、

そ
の
上
か
ら
必
要
と
思
わ
れ
る
項
目
を

付
加
し
て
い
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
網
羅

し
た
も
の
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
結
果
を
見
る
と
、
納

得
の
い
く
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
避
難

所
運
営
等
に
大
い
に
参
考
に
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
亀
山
市　

佐
野
孝
子
Ｓ
Ｐ
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
の
年
代
を

み
る
と
、
60
歳
以
上
が
半
分
以
上
を
占

め
て
お
り
、
年
配
の
方
々
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

Ｑ
１
で
は
「
何
も
し
て
い
な
い
」
と

答
え
た
方
が
８
．
３
％
と
、
県
が
昨
年

行
っ
た
調
査
と
比
べ
て
、
今
回
の
出
席

者
の
関
心
の
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
Ｑ
２
に
つ
い
て
は
、「
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
」
で
男
性
よ

り
も
女
性
の
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
介

護
は
女
性
の
す
る
も
の
」
と
考
え
て
い

る
男
性
が
多
い
か
ら
だ
ろ
う
か
と
思
い

ま
し
た
。Ｑ
４
、Ｑ
５
の
回
答
を
み
る
と
、

女
性
や
高
齢
者
、
子
ど
も
に
対
す
る
配

慮
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
の
気
配

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

災
害
復
興
時
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
男
女
共
同
参

画
の
課
題
が
顕
著
に
な
り
、
誰
も
が
被

災
者
に
な
り
う
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り

が
持
つ
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
の

出
来
る
明
日
を
築
く
た
め
に
も
、
平
時

か
ら
女
性
の
視
点
も
入
れ
た
ま
ち
づ
く

り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
鈴
鹿
市　

寺
井
和
子
Ｓ
Ｐ
）

入浴場の設置
（73.6％）

0

67.7
80.0

38.7
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38.7
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男性
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10 20 30 40

※上位5項目を抜粋（　）内は全体の％
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％

洗濯場の設置
（48.6％）

適当な役割
分担の実施
（47.2％）

調理場の設置
（44.4％）

心のケア
（41.7％）
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南
勢
志
摩
地
域
は
、サ
ポ
ー
タ
ー
（
Ｓ

Ｐ
）
の
数
も
８
人
と
大
所
帯
で
す
。
第

１
回
目
の
地
域
会
議
を
開
催
し
情
報
交

換
を
す
る
中
で
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
と
い
っ
て
も
そ
の
取
り
組
み
方
の
切

り
口
は
多
方
面
に
わ
た
る
の
と
同
様
、

Ｓ
Ｐ
各
々
の
背
景
の
違
い
か
ら
現
在
興

味
の
あ
る
分
野
も
多
岐
に
わ
た
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
互
い
に
情

報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
各
市
単
位
で

の
活
動
を
基
本
に
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
、

23
年
度
の
伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩
の
活
動

は
多
様
で
活
発
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

【
伊
勢
】

●
奥
野
三
智
子
Ｓ
Ｐ
は
、
伊
勢
市
か
ら

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
事

業
の
企
画
・
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る

「
男
女
共
同
参
画
れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢
」
の

一
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
れ
い

ん
ぼ
う
伊
勢
で
は
、平
成
23
年
度
は
「
今

年
は
も
っ
と
男
性
の
参
加
を
」
と
、

５
月
：「
だ
れ
で
も
で
き
る
介
助
講
座
」

　
（
参
加
者
：
22
名
）

６
月
：
三
重
県
内
男
女
共
同
参
画
連
携

映
画
際
２
０
１
１
「
武
士
の
会
計
簿
」

上
映
会
（
参
加
者
：
３
４
４
名
）

７
月
：
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
啓
発
事
業
「
笠

井
信
輔　

講
演
会
」（
参
加
者
：
３
５
０

名
）

10
月
：「
男
性
も
で
き
る
ヘ
ル
シ
ー
料
理

教
室
」（
参
加
者
：
16
名
）

11
月
：
縁
結
び
応
援
事
業
「
う
ま
し
く

に
伊
勢　

出
逢
い
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」（
参

加
者
：
59
名
）

２
月
：
イ
ク
メ
ン
講
座P

art1

「
子
ど

も
の
遊
び
場　

パ
パ
の
し
ゃ
べ
り
場　

応
援
カ
フ
ェ
」（
参
加
者
：
55
名
）

を
実
施
し
、
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

奥
野
Ｓ
Ｐ
は
、
幅
広
い
情
報
や
行
動
力

を
生
か
し
て
、
事
業
実
施
の
際
に
は
材

料
の
買
い
物
や
新
聞
づ
く
り
な
ど
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢
の
活
動
の
ほ
か
に

は
、
伊
勢
市
役
所
の
総
合
案
内
を
担
っ

て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ー
モ
い
せ

（
山
川
一
子
代
表
）」
の
メ
ン
バ
ー
の
一

員
と
し
て
、
来
庁
さ
れ
た
市
民
を
笑
顔

で
お
迎
え
し
、
担
当
課
へ
と
橋
渡
し
を

す
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
親
し
み
や

す
い
案
内
は
、
市
民
に
と
て
も
好
評
で

す
。

　

そ
の
他
に
も
、
商
店
街
の
活
性
化
と

人
の
輪
づ
く
り
を
目
的
に
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
手
づ
く
り
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ

く
ふ
く
ハ
ー
モ
」（
高
柳
商
店
街
）
の
運

営
に
携
わ
っ
た
り
、
息
抜
き
と
し
て
太

極
拳
サ
ー
ク
ル
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
と
交
流
し
て
い

ま
す
。
市
・
県
な
ど
が
開
催
す
る
講
演

会
、
研
修
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
自
己
研
鑽
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

２
月
に
は
大
津
市
で
開
催
さ
れ
た「
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
し

が
」
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

奥
野
Ｓ
Ｐ
：「
今
後
も
、
市
民
の
目
線
で
、

み
ん
な
が
生
き
や
す
い
社
会
に
な
る
よ

う
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
男
女
共
同
参

画
を
勉
強
し
、
多
様
な
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

●
山
本
は
る
み
Ｓ
Ｐ
は
、
伊
勢
市
に
女

性
課
が
出
来
た
頃
か
ら
男
女
共
同
参
画

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
活
動
の
ほ
か
、
伊
勢
市
国

際
交
流
協
会
副
会
長
や
、
伊
勢
市
消
防

団
の
一
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

３
．
11
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

山
本
Ｓ
Ｐ
は
、
平
成
23
年
11
月
４
日

（
水
）
に
、
伊
勢
市
女
性
消
防
団
の
研
修

会
を
企
画
、
伊
勢
市
役
所
で
開
催
し
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
三
重
県
男
女
共
同
参

画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室
職
員
か
ら
、
福
島
で
の

避
難
所
・
仮
設
住
宅
で
の
取
組
内
容
等

を
紹
介
し
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
に
つ
い
て
話

伊勢志摩ホームニュース
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を
し
ま
し
た
。
次
に
、「
子
育
て
応
援
!!

０.

１.

２.

３
サ
ー
ク
ル
（
山
本
道
子

代
表
）」
に
よ
る
、
子
ど
も
向
け
防
災
教

室
の
内
容
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
な
ま
ず
音
頭
や
紙
芝
居
、
カ
ル

タ
の
実
施
、
新
聞
で
の
ス
リ
ッ
パ
作
り

や
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
ガ
ラ
ス
破

片
を
模
し
た
玉
子
の
殻
の
上
を
歩
く
な

ど
、防
災
教
室
の
主
催
者
側
と
し
て
色
々

な
手
法
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子

育
て
応
援
!!
０.

１.

２.

３
サ
ー
ク
ル

は
、「
第
15
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」

（
消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
主
催
）

消
防
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
研
修
を
踏
ま
え
、
伊
勢
市

女
性
消
防
団
は
今
年
度
、
地
域
へ
の
防

災
啓
発
の
歌
と
踊
り
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
歌
と
踊
り
を
使
っ
て
楽
し
く
、

伊
勢
市
民
の
防
災
意
識
向
上
に
向
け
て
、

さ
ら
に
活
躍
の
場
を
広
げ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

【
鳥
羽
】

　

濱
口
和
美
Ｓ
Ｐ
、
広
野
克
子
Ｓ
Ｐ
、

野
村
薫
Ｓ
Ｐ
は
毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

集
ま
り
、
勉
強
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た

（
鳥
羽
女
子
会
（
仮
称
）・
計
11
回
）。
２

月
に
は
団
体
名
を
「
T
O
C
5
（
ト
ッ

ク
フ
ァ
イ
ブ
）」
に
決
定
！　

23
年
度
の

活
動
か
ら
主
な
も
の
を
振
り
返
り
ま
す
。

●
第
４
回
（
平
成
23
年
10
月
19
日
（
水
）

14
：
00
〜
17
：
00
）

ゲ
ス
ト
： 

㈱
地
域
資
源
バ
ン
ク
N
I
U

西
井
勢
津
子
さ
ん

内
容
：
西
井
さ
ん
は
Ｈ
22
年
に
多
気
町

丹
生
で
農
山
村
で
の
仕
事
お
こ
し
の
お

手
伝
い
を
業
と
し
て
起
業
。
福
島
県
飯

舘
村
の
「
ま
で
い
の
力
」（
※
）
を
学
ぶ

『
ま
で
い
に
ま
な
ぶ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ

の
企
画
で
鳥
羽
女
子
会
が
連
携
し
ま
す
。

（
※
）“
ま
で
い
”
と
は
、「
手
間
ひ
ま
を

惜
し
ま
ず
」「
丁
寧
に
」「
心
を
込
め
て
」

と
い
う
意
味
。

●
第
７
回
（
平
成
24
年
１
月
25
日
（
水
）

11
：
30
〜
16
：
30
）　

場
所
：「
せ
い
わ
の
里
ま
め
や
」
と
「 

㈱
地
域
資
源
バ
ン
ク
N
I
U
」

内
容
：『
鳥
羽
を
飛
び
出
し
、
多
気
町
丹

生
に
行
っ
て
み
よ
う
！
』。

　

松
阪
多
気
地
域
Ｓ
Ｐ
の
皆
さ
ん
に
も

声
を
か
け
、
合
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
せ
い
わ
の
里
ま
め
や
」
を
訪
問
（
レ

ス
ト
ラ
ン
・
直
売
所
）・
昼
食
の
後
、 

㈱

地
域
資
源
バ
ン
ク
N
I
U
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
起
業
支
援
ネ
ッ
ト
三
重
事
務
所
が
協

働
で
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
「
仕
事
お
こ
し
、
自
分
お
こ
し
サ

ロ
ン
」
に
参
加
。
地
域
に
対
す
る
思
い

あ
ふ
れ
る
方
々
が
集
ま
り
、
賑
や
か
な

サ
ロ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
パ
ワ
フ
ル
な

女
性
は
、
よ
く
し
ゃ
べ
り
、
よ
く
食
べ
、

よ
く
笑
う
！

　

サ
ロ
ン
終
了
後
、
２
月
21
日
の
「
ハ

ツ
ノ
さ
ん
と
歩
く
！
村
の
お
ん
な
ツ

ア
ー
」
の
打
ち
合
わ
せ
。
※
こ
の
縁
で

多
気
町
か
ら
の
有
志
が
伊
勢
・
鳥
羽
で

の
ハ
ツ
ノ
さ
ん
ツ
ア
ー
に
も
参
加
し
ま

し
た
。

●
第
10
回
（
日
時
：
２
月
21
日
（
火
））

「
ハ
ツ
ノ
さ
ん
が
歩
く
、
村
の
お
ん
な
ツ

ア
ー
」

　

全
村
避
難
と
な
っ
て
い
る
福
島
県
飯

舘
村
か
ら
「
佐
野
ハ
ツ
ノ
さ
ん
」
と
い

う
一
人
の
女
性
を
、
三
重
に
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　

ハ
ツ
ノ
さ
ん
は
、
今
か
ら
約
20
年
前
、

「
飯
舘
の
ヨ
メ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
飛
ぶ

（
村
主
催
の
女
性
海
外
派
遣
事
業
）」
の

「
若
妻
の
翼
」
第
１
期
生
の
一
人
と
な

り
、
旅
か
ら
帰
っ
て
、
羽
ば
た
き
始
め

ま
し
た
。「
い
い
た
て
ふ
る
さ
と
織
里
音

（
オ
リ
オ
ン
）
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
ま

た
村
の
農
業
委
員
に
な
り
、
３
期
目
に

は
女
性
と
し
て
全
国
初
と
な
る
農
業
委

員
会
会
長
も
務
め
ま
す
。
自
宅
で
「
民

宿
ど
う
げ
」
を
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
福
島
市
内
の
仮
設
住
宅
で
管
理

人
（
住
民
の
お
世
話
役
）
を
引
き
受
け

な
が
ら
、
村
の
絆
を
守
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
し
て
き
た
ハ
ツ
ノ

さ
ん
か
ら
、
飯
舘
村
の
「
ま
で
い
の
力
」

を
学
び
、
ハ
ツ
ノ
さ
ん
を
通
じ
て
、『
自

ら
の
意
思
と
足
で
立
っ
て
き
た
村
の
女

性
の
生
き
方
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
輝
き

を
放
っ
て
い
る
か
』、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残

し
て
い
く
こ
の
ツ
ア
ー
で
、
鳥
羽
市
で

は
海
女
小
屋
「
は
ち
ま
ん
か
ま
ど
」
の

80
歳
現
役
海
女
の
野
村
禮
子
さ
ん
と
、

「
ま
で
い
の
力
」
で
前
を
向
き
続
け
る
佐

野
ハ
ツ
ノ
さ
ん
が
出
会
い
ま
し
た
！

※
こ
れ
は
、
㈱
地
域
資
源
バ
ン
ク

N
I
U
と
三
重
県
男
女
共
同
参
画
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
室
と
の
協
働
企
画
に
、
各
地
域
の

力
を
借
り
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

伊
勢
・
鳥
羽
の
地
域
で
参
画
し
、
ホ
ス
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ト
役
を
担
っ
た
の
が
、
濱
口
Ｓ
Ｐ
、
広

野
Ｓ
Ｐ
、
野
村
Ｓ
Ｐ
の
３
人
で
し
た
。

行
程
①　

９
：
15
〜
10
：
45
〔
伊
勢
市
〕

『
伊
勢
神
宮
参
拝
と
お
か
げ
横
丁
散
策
』

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
広
野
Ｓ
Ｐ
に

よ
る
ご
案
内
！

行
程
②　

12
：
00
〜
13
：
30　

ラ
ン
チ

タ
イ
ム
『
海
女
小
屋
体
験
！
』

〔
鳥
羽
市
相
差
〕
海
女
小
屋
「
は
ち
ま
ん

か
ま
ど
」
野
村
禮
子
氏
を
訪
ね
て
。

場
所
：
三
重
県
鳥
羽
市
畔
蛸
町
３
─
３

兵
吉
屋
は
ち
ま
ん
か
ま
ど
・
あ
さ
り
浜

　

ハ
ツ
ノ
さ
ん
と
禮
子
さ
ん
の
出
会
い

の
場
に
、
地
域
を
思
い
活
躍
し
て
い
る

女
性
た
ち
も
集
い
、
交
流
し
、
互
い
の

が
ん
ば
り
を
た
た
え
合
い
、
次
へ
の
活

力
へ
と
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
場
で
は
濱
口
Ｓ
Ｐ
か
ら
、
鳥
羽

女
子
会
（
仮
称
）
改
め
、
正
式
名
称
の

お
披
露
目
も
実
施
。

　

名
前
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
５
」（
ト
ッ
ク
・
フ
ァ

イ
ブ
）
で
す
。
T
O
は
「
T
O
B
A
（
ト

バ
）」
の
T
O
、
Ｃ
５
は
「C

reative
、

C
o

m
m

u
n

ic
a

tio
n

、C
u

ltu
re

、
C

olaboration

、Care

」の
5
つ
の
C
。

鳥
羽
に
対
す
る
思
い
と
５
つ
の
Ｃ
に
盛

り
だ
く
さ
ん
な
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

It's C
ool

（
か
っ
こ
い
い
）
名
前
で
す
！

【
志
摩
】

●
志
摩
市
で
男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る

先
輩
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

今
年
度
か
ら
新
た

に
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
た
加
藤
玲
子
Ｓ

Ｐ
と
相
田
め
ぐ
み
Ｓ

Ｐ
。
ま
ず
は
、
地
元

で
男
女
共
同
参
画
に

関
わ
る
先
輩
、
志
摩

市
男
女
共
同
参
画
推

進
懇
話
会
委
員
の
善

積
智
子
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。（
平

成
23
年
10
月
１
日

（
土
））

　

最
初
に
善
積
さ
ん

が
男
女
共
同
参
画
に

関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
を
質

問
。
大
阪
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
の
、
小

西
綾
さ
ん
、
駒
尺
喜
美
さ
ん
（
元
法
政

大
学
教
授
。
故
人
）
と
の
出
会
い
か
ら
、

ウ
ー
マ
ン
ズ
ス
ク
ー
ル
や
大
阪
女
子
大
、

心
理
療
法
セ
ン
タ
ー
等
で
の
学
び
、
そ

の
後
、
駒
尺
喜
美
さ
ん
の
依
頼
を
受
け

て
１
９
９
４
年
に
コ
ニ
・
コ
マ
相
談
室

を
大
阪
の
江
坂
に
開
設
し
た
こ
と
、
講

演
活
動
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
学
び
の
場
に
出
か
け
、
多
く

の
人
と
出
会
っ
て
き
た
善
積
さ
ん
は
、

「
人
間
関
係
は
豊
か
な
方
が
い
い
。
人

生
の
登
場
人
物
が
少
な
い
と
、
そ
の
中

で
無
理
に
や
り
く
り
し
よ
う
と
す
る
か

ら
。」
ま
た
、「
せ
っ
か
く
の
出
会
い
を

良
い
ご
縁
に
育
て
て
い
く
た
め
に
は
努

力
も
必
要
よ
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
か
ら
志
摩
市
に
本
格
的
に
居
を

移
し
て
か
ら
は
、「
信
頼
関
係
を
作
る
に

は
時
間
が
か
か
る
」
と
い
う
こ
と
を
十

分
承
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
今
、
自

分
が
手
伝
え
る
こ
と
を
積
極
的
に
」
と
、

公
民
館
で
は
ヨ
ガ
を
教
え
た
り
、
ご
近

所
さ
ん
に
は
朗
読
や
読
み
聞
か
せ
を
教

え
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
協
会

に
提
案
し
た
、
地
域
の
活
性
化
と
５
町

を
深
く
知
る
た
め
勉
強
会
が
「
観
光
ガ

イ
ド
養
成
講
座
」
に
発
展
す
る
等
、
人

と
人
と
を
つ
な
げ
な
が
ら
、
新
し
い
関
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係
性
を
こ
の
志
摩
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
つ

く
っ
て
み
え
ま
す
。

　

次
の
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ア
ド

バ
イ
ス
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
私
た
ち
は
、

『
多
く
の
し
ん
ど
さ
』
も
上
の
世
代
か
ら

引
き
継
が
さ
れ
た
。
そ
れ
は
違
う
か
な

と
思
っ
て
。
何
か
を
教
え
る
と
い
う
よ

り
、
押
し
付
け
な
い
存
在
で
い
た
い
。

楽
し
そ
う
に
生
き
て
い
る
姿
を
見
て
も

ら
え
れ
ば
い
い
か
な
。
年
を
と
る
の
は

思
い
の
外
、
悪
く
な
い
わ
よ
。」
と
答
え

る
善
積
さ
ん
。
そ
の
言
葉
が
、
私
た
ち

を
勇
気
づ
け
ま
す
。

　
『
山
の
幸
、
海
の
幸
、
人
の
幸
。』
い

つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
善
積
さ
ん
は
、

志
摩
の
『
人
の
幸
』
を
さ
ら
に
豊
か
に

し
、
横
の
つ
な
が
り
を
拡
げ
て
、
自
ら

の
人
生
も
幸
多
く
し
て
い
か
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

〜
先
輩
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
〜

○
相
田
め
ぐ
み
Ｓ
Ｐ

　

善
積
さ
ん
と
私
は
、
同
じ
関
西
か
ら

の
移
住
者
で
す
。
居
住
年
数
や
家
族
構

成
は
違
い
ま
す
が
、
移
り
住
ん
だ
こ
の

街
に
対
す
る
思
い
で
共
感
出
来
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
知
り
合
っ
て
６
年
程
た
ち

ま
す
が
、
今
も
時
々
熱
く
語
り
合
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
私
の
目
標
は
、
移
住

者
の
多
い
こ
の
エ
リ
ア
で
人
の
繋
が
り

を
作
り
、
街
の
活
性
化
に
少
し
で
も
役

に
立
て
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
事

で
す
。
こ
ん
な
パ
ワ
フ
ル
な
方
が
側
に

い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
語
り
合

い
、
男
女
共
同
参
画
の
先
輩
、
又
人
生

の
先
輩
と
し
て
、
色
々
教
え
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
加
藤
玲
子
Ｓ
Ｐ

　

善
積
さ
ん
と
出
会
っ
て
少
し
し
か
時

間
が
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ

て
は
す
で
に
と
て
も
大
き
な
存
在
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
善
積
さ
ん
と
お
会

い
し
た
後
は
、
元
気
が
す
ご
く
出
る
し
、

心
地
の
い
い
厳
し
さ
も
感
じ
て
、「
よ
し
、

が
ん
ば
ろ
う
」
と
気
持
ち
が
前
向
き
に

な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
元
気
を
こ
れ
ま

で
与
え
て
く
れ
て
い
た
善
積
さ
ん
だ
か

ら
、
き
っ
と
経
験
も
豊
富
な
ん
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
は
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ

以
上
で
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
の

驚
き
を
大
切
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
勉
強

し
、
私
も
い
つ
か
誰
か
の
た
め
に
な
る

存
在
に
な
れ
れ
ば
い
い
な
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
志
摩
市
男
女
共
同
参
画

推
進
事
業
「
妻
が
倒
れ
た
！
さ
ぁ
ど
う

す
る
？
」

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
後
、
相
田
Ｓ
Ｐ
、

加
藤
Ｓ
Ｐ
は
、
フ
レ
ン
テ
み
え
が
実
施

し
た
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座　

連

携
・
協
働
に
よ
る
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
in

三
重　

グ
ル
ー
プ
③（
南
勢
志
摩
地
域
）」

に
参
画
し
ま
し
た
。「
男
性
へ
の
男
女
共

同
参
画
の
浸
透
」を
課
題
と
し
た
グ
ル
ー

プ
の
企
画
は
、
志
摩
市
の
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
Ｓ
Ｐ
の
二

人
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。

日
時
：
第
１
回
（
平
成
24
年
2
月
2

日
（
木
）
10
：
00
〜
15
：
00
）、
第
２
回

（
2
月
9
日
（
木
）
13
：
30
〜
15
：
30
）

場
所
：
志
摩
市
阿
児
ア
リ
ー
ナ　
　

参
加
者
：
志
摩
市
・
鳥
羽
市
在
住
男
性

約
20
名

　

市
民
ス
タ
ッ
フ
は
、
Ｓ
Ｐ
の
二
人
が

先
輩
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
善
積
智
子
さ
ん
、
鳥
羽
の
濱
口
Ｓ

Ｐ
、
相
田
Ｓ
Ｐ
、
加
藤
Ｓ
Ｐ
で
す
。

　

１
回
目
は
料
理
講
座
（
昼
食
作
り
）

と
男
女
共
同
参
画
講
座
。
２
回
目
は
介

護
の
学
習
。
昼
食
作
り
と
介
護
に
つ
い

て
楽
し
く
学
習
を
し
な
が
ら
、
仲
間
作

り
を
行
う
も
の
で
、
参
加
者
の
満
足
度

も
と
て
も
高
い
も
の
で
し
た
。
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多
気
町
消
防
団 

女
性
消
防
隊 

コ
ス
モ
ス
隊

　

平
成 

18
年
4
月
1
日
結
成
。
主
な
活

動
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
へ

の
防
災
啓
発
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
火
災
現
場
で
の
後
方
支
援
な
ど
。

紙
芝
居
は
、
防
火
活
動
の
一
環
と
し
て

上
演
し
て
い
る
。

　

現
在
、
サ
ポ
ー
タ
ー
岡
井
一
代
（
写

真
右
か
ら 

2
番
目
・
ピ
ン
ク
の
衣
装
）

隊
長
と
し
、
以
下
14
名
で
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

は
る
く
ま
＊
お
は
な
し
の
た
ね

　

平
成
21
年
、
環
境
に
関
す
る
紙
芝
居

の
読
み
手
募
集
を
き
っ
か
け
に
結
成
。

　

柔
軟
な
心
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
に
、

歌
や
紙
芝
居
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が

ら
、
何
か
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
機
会

や
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
、サ
ポ
ー
タ
ー
菅
原
潤
子（
写
真
右
）

と
、
鈴
木
晴
美
さ
ん
（
写
真
左
）
の 

2

人
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

紙
芝
居
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。 

　

２
０
１
２
年
1
月
14
日
（
土
）、
15
日

（
日
）
の
両
日
、
メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
み
え

に
お
い
て
、「
第
6
回
子
育
て
応
援
わ
く

わ
く
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
阪
多
気
地
域
男
女
共
同
参
画
推
進
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
の
ブ
ー

ス
に
て
、
普
段
、
自
分
た
ち
が
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
を
通
じ
て
男
女
共
同
参

画
の
啓
発
、
そ
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
子
育
て
応
援
」

を
目
的
と
し
、
参
加
し
ま
し
た
。

わくわくフェスタに参加しました〜!!
第６回 子育て応援

参加サポーター
菅原潤子（松阪市）・伊藤直子（松阪市）・岡井一代（多気町）
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1
月
14
日
（
土
）（
1
日
目
）

多
気
町
消
防
団

女
性
消
防
隊 

コ
ス
モ
ス
隊

紙
芝
居「
コ
ス
モ
ス
隊
の
ぴ
ょ
ん
・
く
う
・

ト
ラ
の
火
の
用
心
」

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
岡
井
隊
長
が
「
メ
イ

先
生
」
に
扮
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
防
災

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。「
メ
イ
先
生
」
の

軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り
に
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
一
緒
に
い
た
大
人
達
も
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 

は
る
く
ま
＊
お
は
な
し
の
た
ね

　

手
遊
び
「
は
じ
ま
る
よ
」
に
始
ま
り
、

大
型
絵
本
「
だ
る
ま
さ
ん
の
」、
紙
芝
居

「
い
い
も
の
み
つ
け
た
」
の
ほ
か
、
は
る

く
ま
自
作
の
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
た

ね 

た
ね 

た
ね
っ
！
」、
絵
本
「
は
る
の

た
ね
」
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

は
る
く
ま
絵
本
「
は
る
の
た
ね
」
で
は
、

作
者
の
く
ま
く
ま
さ
ん
（
菅
原
サ
ポ
ー

タ
ー
）
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
動
物
た
ち

の
絵
に
、
子
ど
も
も
大
人
も
大
喜
び
で

し
た
。
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1
月
15
日
（
日
）（
２
日
目
）

　

１
日
目
に
引
き
続
き
、
手
遊
び
か
ら

始
ま
り
、
絵
本
「
ち
が
う
っ
て 

す
て
き

だ
ね
」
の
読
み
聞
か
せ
、
は
る
く
ま
紙

芝
居
「
い
た
だ
き
ま
す
」
を
上
演
し
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



　

桑
名
市
大
山
田
地
区
に
あ
る
大
山
田

南
小
学
校
。
こ
こ
に
は
、
少
し
め
ず
ら

し
い
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
立
ち
上
げ
た

「
お
や
じ
の
会
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
す
。
既
存
の
P
T
A
活
動
の
枠
に

は
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
で
楽
し
さ
の

あ
ふ
れ
る
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
？

　
「
こ
こ
、
大
山
田
地
区
と
い
う
の
は
、

日
本
住
宅
公
団
（
現
都
市
基
盤
整
備
公

団
）
の
開
発
に
よ
っ
て
で
き
た
団
地
で
、

古
く
か
ら
の
つ
な
が
り
が
な
い
と
こ
ろ

･
･
･
い
わ
ば
『
寄
せ
集
め
の
地
区
』

な
ん
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
が

多
く
、
朝
早
く
高
速
バ
ス
で
名
古
屋
に

出
勤
し
、夜
遅
く
に
帰
っ
て
来
て
缶
ビ
ー

ル
を
飲
ん
で
寝
る
。
定
年
後
、『
さ
て
何

を
し
よ
う
か
な
』
と
思
っ
た
時
に
、
地

域
に
友
達
も
い
な
い
、
知
り
合
い
も
い

な
い
･
･
･
そ
ん
な
老
後
は
さ
み
し
い

な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
仕
事
を
辞
め
た

時
に
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
た

小
学
校
で
、
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
た
仲

間
が
い
れ
ば
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
考
え
、

こ
の
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
南
小
で
の
P
T
A
活

動
は
お
母
さ
ん
た
ち
が
中
心
と
な
る

こ
と
が
多
い
ん
で
す
。『
お
父
さ
ん
も

P
T
A
の
会
員
な
ん
だ
ぞ
！
』
と
い
う

意
識
を
高
め
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
も
あ

り
ま
し
た
。

　

呼
び
か
け
は
、
3
年
前
の
P
T
A
会

長
と
教
頭
先
生
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を

通
し
て
活
動
お
知
ら
せ
を
配
布
し
て
も

ら
い
、
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
。」

構
成
メ
ン
バ
ー
は
？

　
「
在
籍
し
て
い
る
の
は
男
性
P
T
A

会
員
14
〜
15
名
で
し
ょ
う
か
。
特
に
名

簿
で
管
理
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
頭
先
生
に
は
毎
回
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。」

主
な
活
動
内
容
は
？

　
「
草
刈
や
ペ
ン
キ
塗
り
、力
仕
事
な
ど
。

木
の
根
っ
こ
を
掘
り
上
げ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
学
校
か
ら
の
要
求
に
合
わ

せ
、
そ
の
つ
ど
作
業
内
容
を
決
め
て
い

ま
す
。」

　

取
材
に
伺
っ
た
日
は
、
教
室
の
本
棚

の
固
定
、
机
の
天
板
の
取
り
換
え
、
高

い
窓
の
シ
ー
ル
は
が
し
、
雨
ど
い
の
掃

除
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
快
適
・
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
作
業
は
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
の
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い

　
「
な
ん
だ
か
楽
し
そ
う
だ
な
ぁ
と
思
っ

て
、
気
軽
に
参
加
し
ま
し
た
。
や
っ
て

み
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
か
っ
た
！
」

　
「
1
年
前
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

転
入
し
た
子
ど
も
も
学
校
が
す
ご
く
楽

し
い
と
喜
ん
で
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
学
校
に
対
し
て
、
自
分
も
何
か
で
き

お
や
じ
の
会
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た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。」

　
「
機
会
が
あ
れ
ば
、
何
か
学
校
に
奉
仕

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
。」

　
「
他
の
地
域
か
ら
松
ノ
木
に
来
た
の

で
、
友
達
が
欲
し
く
て
こ
の
会
に
入
り

ま
し
た
。」

　
「
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
授

業
参
観
で
他
の
メ
ン
バ
ー
に
誘
わ
れ
た

の
で
、
思
い
切
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。」 

会
に
参
加
し
て
、
い
か
が
で
し
た
か
？

　
「
と
に
か
く
楽
し
い
。」

　
「
子
ど
も
が
『
お
父
さ
ん
、
今
日
は
何

を
し
て
き
た
の
？
』
と
興
味
を
持
っ
て

聞
い
て
く
る
。
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
を

し
た
後
な
ど
、『
き
れ
い
に
な
っ
て
た

よ
！
』
と
嬉
し
そ
う
に
報
告
し
て
く
れ

る
。」

　
「
授
業
参
観
な
ど
で
学
校
に
出
向
い
た

と
き
、
自
分
の
仲
間
が
い
て
、
気
軽
に

声
を
か
け
あ
え
ま
す
。」

　
「
今
ま
で
、
担
任
の
先
生
の
顔
は
わ
か

る
け
ど
、
他
の
先
生
は
良
く
知
ら
な
い

ま
ま
だ
っ
た
。
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と

で
、
先
生
方
と
人
間
的
な
つ
な
が
り
が

で
き
る
。」

　
「
正
直
、
仕
事
に
行
く
よ
り
楽
し
い
で

す
。」

　
「
い
ま
ま
で
話
し
た
こ
と
も
な
い
校
長

先
生
か
ら
、『
木
を
切
っ
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
た
け

れ
ど
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。」

　
「
父
親
は
、
運
動
会
や
授
業
参
観
く
ら

い
し
か
学
校
に
来
る
機
会
が
な
い
。
活

動
を
通
し
て
、
先
生
方
に
顔
を
覚
え
て

も
ら
っ
た
。」

今
後
の
展
望
は
？

　
「
2
カ
月
に
1
回
の
今
の
ペ
ー
ス
で
、

が
ん
ば
り
す
ぎ
ず
に
自
然
に
続
け
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
。
あ
ん
ま
り
難
し

い
こ
と
も
考
え
ず
。」

　
「
一
緒
に
作
業
し
た
『
仲
間
』
と
い
う

意
識
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
が
卒
業
し
て

も
時
間
が
た
っ
た
と
し
て
も
、
何
か
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
々
で
で
き
る

こ
と
を
探
し
て
、
学
校
の
協
力
を
仰
ぎ

な
が
ら
活
動
し
て
い
く
。」　

　

教
頭
先
生
か
ら
は
、「
い
ろ
い
ろ
な

P
T
A
の
活
動
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

内
容
や
形
態
は
学
校
や
地
域
に
よ
っ
て

様
々
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

『
話
せ
ば
わ
か
る
』
と
い
う
こ
と
は
多
い

で
す
ね
。
会
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
に

話
が
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
。
学
校
改
善
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

要
素
だ
と
思
い
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
業
の
終
了
後
、
場
所
を
移
し
て
意

見
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
楽

し
み
で
参
加
さ
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で

す
。
中
に
は
、「
大
手
を
振
っ
て
飲
み
に

い
け
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
方
も
い
ま

し
た
。
こ
ち
ら
か
ら
の
「
団
結
力
が
わ

か
る
お
写
真
を
撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
お
願
い
に
、「
そ
れ
じ
ゃ
人
間
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
で
も
作
り
ま
す
か
？
」「
あ
、
ぼ

く
一
番
上
で
い
い
で
す
か
？
」
な
ど
掛

け
合
い
の
息
も
ぴ
っ
た
り
（
も
ち
ろ
ん

冗
談
で
す
）。
取
材
中
も
楽
し
み
な
が
ら

活
動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
何
か
ご
苦
労
は
な
か
っ
た
の

か
、
と
の
質
問
に
は
「
何
に
も
な
か
っ

た
ね
〜
」
と
の
お
返
事
が
か
え
っ
て
き

ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲

で
、
力
ま
ず
に
続
け
て
い
る
の
が
活
動

の
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
（
桑
名
市　

高
橋
淑
子
S
P
）
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「
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
」
を
開
設
す
る
ま
で

　

四
日
市
市
は
、
平
成
８
年
に
、「
四
日

市
市
少
子
化
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
」

の
具
現
化
の
一
環
と
し
て
、

○
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
づ
く
り

○
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

○
子
ど
も
を
産
み
育
て
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

を
基
本
目
標
に
か
か
げ
、「
四
日
市
市
エ

ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
11
年
に
は
、
乳
幼
児

健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
と
し
て
、

四
日
市
市
病
児
保
育
室
が
認
定
さ
れ
、

平
成
12
年
８
月
、
二
宮
病
院
の
敷
地
内

に
、「
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
」
を
開
設
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
宮
病
院
は
、
四
日
市
市
で
１
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
市
民
に
も
親

し
ま
れ
て
い
る
病
院
で

す
。
小
児
科
専
門
医
の

二
宮
剛
美
先
生
は
、
四
日

市
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の

策
定
委
員
で
も
あ
り
、
社

会
的
な
意
義
が
あ
る
こ
と

だ
か
ら
と
、
経
済
的
な
リ

ス
ク
も
覚
悟
で
「
カ
ン
ガ

ル
ー
ム
」
の
開
設
を
引
き

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

働
く
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

女
性
の
労
働
力
率
は
、

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、

30
代
を
底
と
す
る
Ｍ
字

カ
ー
ブ
を
描
き
、
依
然
と

し
て
、
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
期
に
仕
事
を
中
断
す

る
女
性
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
で
、

仕
事
を
持
つ
、子
育
て
中
の
父
母
に
と
っ

て
、「
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
」
は
と
て
も
心
強

い
味
方
で
す
。

　
「
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
」
は
病
気
回
復
期
に

あ
り
、
通
園
、
通
学
が
困
難
で
、
集
団

生
活
に
不
安
が
あ
る
子
ど
も
を
一
時
的

に
預
か
る
施
設
で
す
。

利
用
で
き
る
児
童
は
、

①
四
日
市
市
内
に
居
住
し
て
い
る

「カンガルーム」を訪ねて
四日市市病児保育室「カンガルーム」

所在地：四日市市中部８番１７号（医療法人里仁会「二宮病院」東隣）
電話　０５９−３５１−４１５２

開室日時：月曜日〜土曜日　午前８：４５〜午後５：３０
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②
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等
に
通 

　

園
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

③
保
護
者
の
勤
務
等
の
都
合
に
よ
り
、　

　

家
庭
で
の
育
児
を
受
け
る
こ
と
が
困

　

難
で
あ
る

　

こ
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
事

前
登
録
を
し
、
利
用
申
込
み
後
に
、
二

宮
病
院
で
診
察
を
受
け
、
利
用
許
可
を

受
け
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
年
齢
は
、
０
歳
か
ら
２
歳

が
多
く
、
年
間
１
，
０
０
０
名
以
上
の

利
用
が
あ
り
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

る
様
子
で
す
。

病
児
に
配
慮
さ
れ
た
、
安
心
、
安
全
な

施
設

　

安
心
し
て
病
時
期
及
び
病
後
期
が
過

ご
せ
る
よ
う
に
、

・
防
犯
の
た
め
、
迎
え
の
方
の
顔
を
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
し
て

入
口
の
ロ
ッ
ク
を
解
除
す
る

・
広
く
て
明
る
い
、
子
ど
も
と
手
を
つ

な
い
で
も
ゆ
っ
た
り
上
れ
る
階
段
を
設

置

・
室
内
は
、
病
原
菌
が
漂
う
空
気
が
蔓

延
し
な
い
よ
う
に
、
熱
交
換
型
換
気
扇

を
使
用
し
て
、
空
気
を
清
浄
化
す
る

・
食
事
は
、
管
理
栄
養
士
が
調
理
し
て

お
り
、消
化
不
良
症
状
に
応
じ
て
、重
湯
、

３
分
粥
、
５
分
粥
、
全
粥
、
軟
飯
と
副

食
を
提
供
す
る

　

な
ど
、
行
き
届
い
た
配
慮
が
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、日
ご
ろ
の「
カ
ン
ガ
ル
ー

ム
」
で
の
で
き
ご
と
、
発
熱
な
ど
へ
の

対
応
の
し
か
た
、
ス

タ
ッ
フ
の
研
修
の
様

子
な
ど
を
詳
し
く
知

ら
せ
る『
カ
ン
ガ
ル
ー

ム
通
信
』
を
発
行
し

て
、
利
用
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
病
児
保
育

施
設
と
し
て
は
初
め

て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０

の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
承
認

を
受
け
、
施
設
の
安

全
管
理
体
制
も
整
っ

て
い
ま
す
。

利
用
者
の
声

　
「
近
く
に
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
い
な
い
の
で
、
仕
事
を
長
く
休
む

わ
け
に
も
い
か
ず
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ム
が

あ
っ
て
助
か
り
ま
す
。
そ
の
上
、
病
院

併
設
な
の
で
安
心
で
き
ま
す
。」

　
「
居
心
地
の
良
い
設
備
と
、
行
き
届
い

た
ス
タ
ッ
フ
の
配
慮
で
、
元
気
に
な
っ

た
子
ど
も
が
、
こ
ち
ら
の
保
育
園
に
行

き
た
い
と
言
っ
て
、
困
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。」
等
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
と
て
も
多

い
よ
う
で
す
。

今
後
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

四
日
市
市
児
童
福
祉
課
に
今
後
の
子

育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
、
平
成
24
年
度
に
１
園
、
平
成

２
５
年
度
に
１
園
、
認
可
保
育
所
を
新

設
予
定
と
の
こ
と
。
病
児
保
育
室
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
増
設
の

予
定
は
な
い
そ
う
で
す
。　

カ
ン
ガ
ル
ー

ム
の
二
宮
剛
美

先
生
は
、「
病

児
保
育
室
を
設

置
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
病
児
保
育
の
必
要
が
な

く
な
る
働
き
方
が
で
き
る
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
環
境
が
整
っ
た
世
の

中
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
す
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
（
四
日
市
市　

石
田
壽
賀
子
S
P
）
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難
し
く
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
「
男
女

共
同
参
画
」
に
つ
い
て
、
生
活
の
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
理
解
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
・
・
・
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
津
市

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

に
よ
る
「
わ
あ
む
津　

紙
芝
居
部
」
の

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

津
地
域
男
女
共
同
参
画
推
進
サ
ポ
ー

タ
ー
の
小
林
小
代
子
さ
ん
は
、
津
市
男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
わ
あ
む
津
）

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。

　
「
わ
あ
む
津
実
行
委
員
会
」
で
は
、
全

メ
ン
バ
ー
が
紙
芝
居
部
に
所
属
し
て
お

り
、
男
女
共
同
参
画
啓
発
紙
芝
居
を
作

成
・
上
演
し
て
い
ま
す
。

　

小
林
サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、
紙
芝

居
部
の
部
長
で
あ
る
竹
内
文
子
さ
ん
、

田
尻
易
子
さ
ん
に
そ
の
活
動
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
紙
芝
居
」
を
活
用
し
て
「
男
女
共
同
参

画
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
い
!!

　

わ
あ
む
津
実
行
委
員
会
か
ら
生
ま
れ

た
紙
芝
居
部
。
5
年
前
か
ら
活
動
を
続

け
、
現
在
、
自
作
の
紙
芝
居
が
26
作
あ

り
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
24
名

（
２
０
１
２
年
2
月
現
在
）
全
員
が
紙
芝

居
部
部
員
と
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

電
子
紙
芝
居
上
演
、
小
学
校
で
の
出
前

授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
県
の
紙
芝
居
を
モ
デ
ル
に
、
津
独

自
の
も
の
を
作
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
に
生
活
の
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
男
女
共
同
参
画
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
！
！
そ
ん
な
思
い
で
始
め

ま
し
た
。

　

市
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
が
、
自

作
の
紙
芝
居
を
持
っ
て
地
域
で
の
啓
発

に
活
用
す
る
と
い
う
取
組
は
、
全
国
で

も
珍
し
く
、
平
成
21
年
度
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
に
向
け
て
の
全
国
大
会
」
で
は
、
会

場
ロ
ビ
ー
に
活
動
状
況
が
展
示
さ
れ
、

全
国
の
参
加
者
か
ら
も
賞
賛
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

出
前
授
業
を
通
じ
て

　

現
在
、
主
な
活
動
と
し
て
、
年
に
一

度
実
施
さ
れ
る
津
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
電
子
紙
芝
居
の

上
映
（
紙
芝
居
を
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
し
、

舞
台
ス
ク
リ
ー
ン
で
上
映
）、
小
学
校
へ

の
出
前
授
業
が
あ
り
ま
す
。

　

出
前
授
業
は
3
年
前
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
人
権
学
習
授
業
な
ど
を
活
用

し
、
時
に
は
、
近
隣
の
小
学
校
何
校
か

で
合
同
授
業
を
行
っ
た
り
、
フ
リ
ー
参

観
日
に
保
護
者
の
方
に
も
一
緒
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小

学
校
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
形

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

身近な“場面”から男女共同参画を!!
〜わあむ津　紙芝居部活動より〜
紙芝居出前授業
問合わせ先　津市市民部男女共同参画室
　　　　　　TEL 059-229-3103　FAX 059-229-3366

【わあむ津ＨＰアドレス】http://www.warm-tsu.org/
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出
前
授
業
で
は
子
ど
も
た
ち
を
前
に
、

そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
こ
と
を
こ
ち
ら
も
受

け
止
め
な
が
ら
の
授
業
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
素
直
で
、
思
っ

た
こ
と
を
率
直
に
表
現
し
て
く
れ
る
の

で
、こ
ち
ら
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。「
あ
、

分
か
っ
て
く
れ
て
る
ん
や
！
」
と
、
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
ま
た
、

活
動
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
授
業
は
、

紙
芝
居
部
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
そ
の

と
き
に
参
加
可
能
な
10
人
ほ
ど
が
役
割

分
担
を
し
て
行
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、

皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
や
そ
の
他
の
活

動
も
あ
り
、
忙
し
い
中
で
の
紙
芝
居
部

活
動
で
す
か
、
こ
の
出
前
授
業
に
行
く

こ
と
が
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
学
び

に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。

今
年
度
の
活
動

　
　

今
年
度
は
、
一
身
田
小
学
校
と
修

成
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
一
身
田

小
学
校
で
は
、
4
年
生
の
児
童
に
対
し
、

紙
芝
居
「
大
き
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
仕

事
を
し
よ
う
か
な
？
」
と
い
う
女
性
消

防
士
さ
ん
の
お
話
を
上
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
、
津
市
で
活
躍
し
て
い
る

女
性
消
防
士
の
方
に
も
登
場
し
て
い
た

だ
き
、
消
防
士
の
仕
事
に
つ
い
て
お
話

を
伺
っ
た
り
、
防
火
服
の
試
着
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
最
初
は
、

男
性
の
仕
事
、
女
性
の
仕
事
と
い
う
感

覚
が
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
は
素
直

に
物
事
を
吸
収
す
る
力
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
授
業
後
の
感
想
で
は
、「
こ
れ
は

男
の
人
の
仕
事
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

女
の
人
が
や
っ
て
も
い
い
ん
や
な
ぁ
っ

て
分
か
っ
た
」
な
ど
、
素
直
に
思
っ
た

こ
と
を
表
現
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
芝
居
を
見
て
理
解
し
て
も

ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
今
日
か

ら
実
践
し
よ
う
！
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

持
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
そ

の
観
点
か
ら
、
身
近
で
自
分
た
ち
が
す
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ぐ
に
実
践
で
き
る
内
容
に
と
工
夫
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
紙
芝
居
「
僕
た
ち

で
今
日
の
夕
食
作
っ
た
よ
」
で
は
、
お

母
さ
ん
が
仕
事
で
帰
り
が
遅
く
な
り
、

自
分
た
ち
で
夕
食
の
支
度
を
す
る
兄
妹
。

お
父
さ
ん
は
連
絡
を
も
ら
い
急
い
で
帰

り
、
子
ど
も
た
ち
と
協
力
し
て
後
片
付

け
な
ど
を
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
身
近

で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
よ
う
と
い
う
部
分
が
と
て
も
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
親
世
代

の
方
達
に
も
男
女
共
同
参
画
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

　

今
後
は
、
フ
リ
ー
参
観
日
な
ど
で
の

出
前
授
業
を
も
っ
と
実
施
し
、
保
護
者

の
方
に
も
授
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
・
高
校
生
な
ど
若
い
世
代

に
向
け
た
啓
発
や
、
津
市
内
だ
け
で
は

な
く
、
県
内
、
県
外
に
も
活
動
の
場
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
紙
芝
居
を
通
じ
て
、

男
女
共
同
参
画
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
地
域
や
学
校

で
、
紙
芝
居
を
活
用
し
た
出
前
授
業
の

ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
是
非
ご
連
絡
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

わあむ津　紙芝居について
〜例えば、こんな紙芝居があります。〜

大きくなったらどんな仕事をしようかな？

名前で呼ばれるってうれしい

このほかにも様々なテーマによる紙芝居があります。
詳しくは、わあむ津ＨＰをご覧ください。

今日の夕飯は僕が ･･･

結婚したら仕事どうする？
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堀
内
久
子
さ
ん
は
、
82
歳
。
紀
北
町

の
マ
ル
キ
商
店
で
お
手
伝
い
さ
ん
と
し

て
、
毎
日
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。
料

理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
豊
富
で
、
掃
除
、

洗
濯
な
ん
で
も
こ
な
し
ま
す
。

夫
と
の
出
逢
い

　

幼
い
頃
に
ご
両
親
を
亡
く
さ
れ
た
堀

内
さ
ん
は
、
学
校
卒
業
後
、
名
古
屋
の

部
品
工
場
へ
働
き
に
出
ま
す
。
し
か
し
、

時
は
戦
時
中
、
勤
め
て
い
た
工
場
が
空

襲
に
遭
い
、
仕
事
の
仲
間
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
当
時
を
振
り
返
り
、「
空
襲

で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
光
景
は
未
だ
に

思
い
出
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

終
戦
後
、
生
ま
れ
育
っ
た
紀
伊
長
島

に
戻
り
、
製
氷
会
社
に
勤
め
始
め
た
堀

内
さ
ん
は
、
鰹
船
に
乗
っ
て
い
た
漁
師

の
夫
と
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
結
婚
後
は
、

会
社
を
辞
め
、
パ
ー
ト
と
し
て
イ
サ
バ

ヤ
（
水
産
加
工
）
の
仕
事
を
し
つ
つ
、

7
年
の
間
に
長
女
、
次
女
、
長
男
と
子

宝
に
恵
ま
れ
、子
育
て
に
奮
闘
す
る
日
々

が
続
い
て
い
ま
し
た
。

夫
と
の
別
れ

　

長
男
が
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
、
夫
が

病
に
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
１
年
ほ
ど

入
院
生
活
が
続
い
た
後
、
家
で
の
療
養

が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
医
者
さ
ん
に
は

３
か
月
も
た
な
い
と
告
知
さ
れ
、
家
に

帰
っ
て
か
ら
１
か
月
ほ
ど
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。「
普
段
は
背
が
高
く

て
、
お
と
な
し
い
、
滅
多
に
怒
ら
な
い

夫
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
１
か
月
間

は
病
気
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
に

手
を
上
げ
た
り
、
私
に
怒
鳴
っ
た
り
し

て
大
変
で
し
た
。
普
段
は
そ
ん
な
こ
と

無
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
」
と
当
時
を

振
り
返
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
の
堀
内

さ
ん
は
、
女
手
ひ
と
つ
、
３
人
の
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

が
む
し
ゃ
ら
な
日
々

　

は
じ
め
は
太
陽
館
と
い
う
映
画
館
で

３
年
間
働
き
ま
し
た
。
切
符
切
り
に
売

店
、
掃
除
何
で
も
や
っ
て
、
子
ど
も
が

幼
稚
園
か
ら
家
に
帰
ら
ず
に
、
仕
事
場

に
来
て
映
画
を
観
て
か
ら
一
緒
に
帰
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
の
映
画
館
が
潰

れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
、
缶
詰
工
場
で

少
し
働
い
た
後
、
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
回
生
病
院
で
ま
か
な
い
作
り
の
仕
事

に
就
き
ま
し
た
。「
別
に
料
理
が
得
意

だ
っ
た
訳
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど

ね
」。
朝
は
6
時
半
に
は
出
勤
し
て
、
味

噌
汁
炊
い
た
り
、
お
か
ゆ
炊
い
た
り
し

て
。
糖
尿
病
だ
っ
た
り
高
血
圧
の
患
者

さ
ん
は
薄
味
に
し
な
い
と
い
け
な
い
か

ら
、
栄
養
士
さ
ん
の
指
示
を
聞
い
て
別

に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
レ
シ

ピ
を
写
し
た
紙
を
家
に
持
っ
て
帰
っ
て

レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

職
場
の
人
や
医
者
の
先
生
達
も
皆
さ

ん
い
い
人
で
、
子
ど
も
の
運
動
会
の
時

も
休
ま
せ
て
も
ら
っ
た
り
。
先
生
の
家

の
掃
除
を
手
伝
っ
た
時
な
ん
て
、「
久
子

さ
ん
、
ず
ー
っ
と
お
っ
て
く
れ
。
あ
ん

た
の
部
屋
も
ち
ゃ
ん
と
用
意
す
る
で
」っ

て
言
わ
れ
た
り
し
て
、
本
当
に
周
り
の

人
に
支
え
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

一
人
二
役

1928年生まれ。紀北町出身。
結婚後、３人の子どもに恵ま
れるも、夫と死別。病院でま
かないの仕事を定年まで勤
め、現在はお手伝いとしてマ
ルキ商店に勤務。

堀内　久子さん

Interview
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子
育
て
で
は
、
近
所
に
住
ん
で
い
た

夫
の
姉
に
良
く
面
倒
を
見
て
も
ら
い
ま

し
た
。
仕
事
が
忙
し
い
時
は
、家
に
帰
っ

て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
し
て
く

れ
た
り
、遠
足
に
つ
い
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
上
の

子
が
小
学
校
の
高
学
年
に
な
っ
た
頃
に

は
、
下
の
子
を
見
て
く
れ
た
り
し
て
、

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
病
院
で
ま
か

な
い
の
仕
事
を
し
て
い
る
時
は
、
子
ど

も
た
ち
が
昼
食
を
食
べ
に
来
た
り
も
し

て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
が
終
わ
り
家
に
帰
っ
て
、
部
屋

が
散
ら
か
っ
た
り
す
る
と
「
父
ち
ゃ
ん

な
い
ゆ
う
て
、
母
ち
ゃ
ん
な
め
っ
と
っ

た
ら
あ
か
ん
」
っ
て
言
っ
て
、
父
親
の

代
わ
り
も
私
が
し
な
い
と
い
け
な
い
か

ら
、
そ
う
や
っ
て
怒
っ
て
い
ま
し
た
。

長
男
が
「
姉
ち
ゃ
ん
（
姉
妹
）
は
2
人

あ
る
で
え
え
、わ
し
は（
兄
弟
が
お
ら
ず
）

男
1
人
や
も
ん
で
さ
、
も
っ
と
産
ん
で

く
れ
」
っ
て
言
っ
た
と
き
は
、
さ
す
が

に
困
り
ま
し
た
ね
。

定
年
退
職
後

　

定
年
で
回
生
病
院
を
退
職
し
た
ん
で

す
け
ど
、
う
ち
に
い
る
の
が
嫌
い
で
、

働
き
た
く
て
。
そ
し
た
ら
、
マ
ル
キ
商

店
の
方
に
「
久
子
さ
ん
、
来
て
さ
」
っ

て
言
わ
れ
て
、「
そ
れ
じ
ゃ
行
く
か
」
っ

て
こ
と
で
今
ま
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

今
は
日
舞
を
習
っ
て
い
る
と
い
う
堀

内
さ
ん
。
先
生
に
叱
ら
れ
な
が
ら
も
練

習
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
日
に
は
、
ち
ょ

う
ど
町
内
放
送
で
年
に
一
回
の
大
舞
台

「
芸
能
の
夕
べ
」
で
踊
る
堀
内
さ
ん
の
様

子
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
が
一
番
幸
せ
と
お
っ
し
ゃ
る
堀
内

さ
ん
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
を
尋

ね
る
と
「
や
っ
ぱ
り
孫
か
な
、
今
は
ひ

孫
や
け
ど
な
」
と
、
娘
さ
ん
の
家
族
と

温
泉
旅
行
に
行
っ
た
お
話
な
ど
を
楽
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
平
成
23

年
10
月
取
材
）

マルキ商店
住所：紀北町紀伊長島区
　　　長島 2039-2
TEL：0597-47-0866
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始
ま
り
は
紀
南
お
や
こ
劇
場

　

そ
も
そ
も
の
出
発
は
昭
和
58
年
発
足

の
「
紀
南
お
や
こ
劇
場
」
で
し
た
。
当

初
は
生
の
舞
台
鑑
賞
と
子
ど
も
の
体
験

活
動
が
中
心
で
し
た
が
、
時
代
の
流
れ

に
伴
い
、
会
員
の
減
少
に
よ
る
資
金
不

足
で
舞
台
鑑
賞
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、

社
会
の
歪
み
で
あ
え
い
で
い
る
子
ど

も
た
ち
の
現
状
に
胸
を
痛
め
、
何
と
か

私
達
に
で
き
る
こ
と
は
と
い
う
思
い
で

様
々
な
子
育
て
支
援
活
動
へ
と
そ
の
活

動
の
形
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
や
創
作
活
動
な
ど
遊
び
を

通
し
た
小
学
生
の
自
然
体
験
活
動
に
始

ま
り
、
乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
へ
と
。

週
1
回
の
乳
幼
児
親
子
広
場
の
開
催
や

月
1
回
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
そ
し

て
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
対
象
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

通
し
て
お
母
さ
ん
達
に
気
付
き
や
学
び

の
場
を
提
供
し
、
幼
児
に
向
け
て
は
絵

本
の
読
み
語
り
に
よ
る
子
育
ち
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

学
童
保
育
事
業
に
取
り
組
む

　

そ
の
後
、
以
前
か
ら
活
動
を
通
し
て

交
流
の
あ
っ
た
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
び
ゃ
く
や
（
び
ゃ
く
や
前
）」

の
リ
ー
ダ
ー
黒
瀧
一
輝
君
か
ら
、
大
学

卒
業
後
は
熊
野
で
学
童
保
育
を
や
り
た

い
の
で
い
っ
し
ょ
に
し
ま
せ
ん
か
と
言

う
申
し
出
が
あ
り
、
地
域
の
た
く
さ
ん

の
方
々
の
ご
支
援
を
受
け
、
幾
多
の
困

難
を
経
て
熊
野
市
に
働
き
か
け
、
平
成

17
年
の
春
に
民
設
・
民
営
の
形
で
紀
南

お
や
こ
劇
場
の
事
業
と
し
て「
く
ま
の
っ

子
学
童
ク
ラ
ブ
」
の
開
所
に
至
り
ま
す
。

N
P
O
法
人
子
ど
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
く

ま
の
誕
生

　

こ
こ
ま
で
来
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
生
か
し
今
後
の
活
動
に
向
け
て
行
政

子
ど
も
と
大
人
が
共
に
育
ち
合
え
る

生
き
易
い
地
域
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い

田岡　陽子　理事長（左）
小山　芳子副理事長（右）
特定非営利活動法人
子どもステーションくまの
所在地：
三重県熊野市久生屋町 163-2
ＴＥＬ：0597-89-5633
ＦＡＸ：0597-89-5643
E-mail：kinan@zb.ztv.ne.jp
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を
含
め
た
様
々
な
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
し
て
行
く
た
め
に
も
N
P
O
法
人
格

を
取
得
す
る
必
要
性
を
感
じ
、
つ
い
に

平
成
18
年
4
月
、「
紀
南
お
や
こ
劇
場
」

は
N
P
O
法
人
「
子
ど
も
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
く
ま
の
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
７
名
の
児
童
か
ら
始
め
た
学
童
も

年
を
追
う
毎
に
そ
の
規
模
は
膨
ら
み
、

現
在
で
は
３
事
業
所
に
お
い
て
80
名
程

度
の
児
童
が
登
所
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
21
年
に
お
隣
の
御
浜
町
か
ら
依
頼
を

受
け
開
始
し
た
「
み
は
ま
っ
子
学
童
ク

ラ
ブ
」
も
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
御
浜

町
の
指
定
管
理
者
と
し
て
専
用
新
施
設

に
て
再
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。

熊
野
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

の
委
託

　

ま
た
、
熊
野

市
が
10
年
程
前

に
開
催
し
た

２
１
世
紀
職
業

財
団
に
よ
る
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー

育
成
講
座
を
受

講
し
た
メ
ン

バ
ー
が
立
ち
上

げ
た
、
子
ど
も

の
一
時
預
か
り

グ
ル
ー
プ「
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム
・
コ

ア
ラ
」
を
引
き

継
ぐ
形
で
、「
子

ど
も
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
く
ま
の
」
が
子
ど
も
の
育
ち
に

責
任
を
持
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
質
の
向
上
な
ど
を
目
指

し
て
、
保
育
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
確

立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
団

体
で
事
業
を
継
続
し
て
い
く
の
は
、
研

修
や
広
報
・
連
絡
調
整
等
資
金
的
に
困

難
な
た
め
、
熊
野
市
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
働
き
か
け
、
つ
い
に
平
成
23

年
6
月
か
ら
、
熊
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
「
子
ど
も
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
く
ま
の
」
に
委
託
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
目

的
と
し
た
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
の
チ
ー
ム「
き

し
ゅ
う
(
き
し
ゅ
う
間
)
お
ど
り
た

い
(
お
ど
り
た
い
)
)
」
や
チ
ャ
イ

ル
ド
ラ
イ
ン
M
I
E
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

東
紀
州
地
域
の
実
施
担
当
と
し
て
、
地

域
の
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
合

い
育
ち
合
い
な
が
ら
、
お
か
げ
様
で
今
、

や
っ
と
少
し
安
定
し
た
状
態
で
子
育
ち

支
援
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

理
念
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
そ
れ
ぞ
れ
人
格
を
持
っ
た
人
と
し

て
、
自
信
(
自
己
肯
定
感
)
と
誇
り

(
自
尊
感
情
)
を
持
っ
て
主
体
的
に

生
き
て
行
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
基
本

と
し
た
子
ど
も
の
社
会
参
画
の
場
を
提

供
し
、
子
ど
も
と
大
人
が
共
に
育
ち
合

え
る
生
き
易
い
地
域
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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三重県男女共同参画推進サポーターについて

　三重県男女共同参画推進サポーターは、県や市町、関係機関と連携・協働しながら男女
共同参画に関する理解の促進や意識の普及を行い、地域における男女共同参画を進めるこ
とを目的として、三重県が養成、設置しているものです。平成２４年２月１日現在、３２
名の方が三重県知事から委嘱を受け、各地域で活動をしています。
　この活動報告集は、男女共同参画推進サポーターが、活動の一環として作成したものです。

三重県男女共同参画推進サポーター（平成２４年２月１日現在）

地域

桑　
　

員 

三　
　

泗 

鈴　
　

亀

津

松
阪
多
気

市　町 名　前 地域

南　

勢　

志　

摩

伊　
　

賀

紀　
　

南

紀
北

市　町 名　前

桑 名 市    

東 員 町 

い なべ市

いなべ市

四日市市

朝 日 町 

朝 日 町 

川 越 町 

鈴 鹿 市

亀 山 市

亀 山 市

津 市

津 市

松 阪 市

松 阪 市

明 和 町

多 気 町

高 橋 淑 子  

山 崎 ま ゆ み   

門 脇 よ し ゑ

山 本 た か 代   

石 田 壽 賀 子

稲 垣 富 美 子   

片 山 和 子   

寺 本 詩 野

寺 井 和 子   

一 見 八 郎

佐 野 孝 子

小 林 小 夜 子

山 岡 勝 江

菅 原 潤 子

伊 藤 直 子

山 川　　　孝

岡 井 一 代

伊 勢 市

伊 勢 市

鳥 羽 市

鳥 羽 市

鳥 羽 市

志 摩 市

志 摩 市

南伊勢町

伊 賀 市

伊 賀 市

名 張 市

紀 北 町

熊 野 市

御 浜 町

紀 宝 町

奥 野 三 智 子

山 本 は る み

濱 口 和 美

広 野 克 子

野 村　　　薫

相 田 め ぐ み

加 藤 玲 子

山 本 眞 壽 美       

竹 内 文 子

原 谷 順 子

坪 田 公 兒

松 生 茂 子

福 山 和 子

温 千 奈 美   

大 原 麗 子
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名
張
市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



Interv
iew

名
張
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
現
状

（
竹
内
サ
ポ
ー
タ
ー
）

　

名
張
市
で
は
、
審
議
会
に
お
け
る
女

性
委
員
の
割
合
、
市
議
会
に
お
け
る
女

性
議
員
の
割
合
、
女
性
管
理
職
の
割
合

等
が
県
内
市
町
の
中
で
大
変
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
亀
井
市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

さ
れ
て
い
る
か
お
教
え
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
市
長
）

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
一
方
の
性
が
40
％

以
下
と
な
っ
て
は
い
け
な
い
ク
ォ
ー

タ
制
を
導
入
し
た
後
、
た
く
さ
ん
の

女
性
の
首
長
が
誕
生
す
る
な
ど
、
女
性

の
参
画
が
大
変
進
ん
で
い
ま
す
。
名
張

市
に
お
い
て
も
意
思
決
定
の
場
に
女
性

も
ど
ん
ど
ん
参
画
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
、
各
種
審
議
会
等
の
女
性
委
員
の
割

合
を
40
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
掲
げ
ま

し
た
。
現
在
、
各
種
審
議
会
等
の
女
性

委
員
の
割
合
は
県
内
14
市
に
お
い
て
最

も
高
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
30
％
程
度

に
と
ど
ま
り
、
40
％
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
関
係
す
る
各
種
団
体
へ
強
く
働

き
か
け
る
な
ど
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
審

議
会
で
は
40
％
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、女
性
が
関
係
者
に
全
く
み
え
な
か
っ

た
り
、
女
性
ご
本
人
が
固
辞
さ
れ
た
り

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
苦
労
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

女
性
議
員
に
つ
い
て
も
県
内
29
市
町

で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち

ら
も
40
％
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

女
性
管
理
職
に
つ
い
て
も
伊
賀
市
等

に
つ
い
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
高
い
役
職
に
就
く
職
員
を
増
や
す

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
今
後
の

取
組

（
竹
内
サ
ポ
ー
タ
ー
）

　

平
成
17
年
９
月
に
「
名
張
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
19
年
３
月
に
は
平

成
27
年
３
月
ま
で
を
実
施
期
間
と
す
る

「
名
張
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を

策
定
さ
れ
、
名
張
市
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本

計
画
期
間
の
概
ね
半
分
を
経
過
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の
約
４
年
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

（
市
長
）

　

名
張
市
は
大
阪
府
等
か
ら
の
転
入
者

が
多
く
、
こ
れ
ら
の
方
々
が
一
挙
に
リ

タ
イ
ア
さ
れ
て
大
変
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
を
充
実
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

を
支
え
る
生
産
年
齢
人
口
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
産
年
齢
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た

め
に
は
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
政
策
が
必

要
で
す
が
、
そ
の
柱
が
雇
用
の
場
の
確

保
と
「
産
ん
で
育
て
る
に
優
し
い
町
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

　2011 年 10 月 21 日　亀井利克市長へ、男女共同参画推進サポーターの坪田公兒
さん（司会、名張市在住）、竹内文子さん（伊賀市在住）、原谷順子さん（伊賀市在住）
から男女共同参画に関するインタビューを行いました。

名張市長インタビュー
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企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
閉
校
と
な
っ
た
学
校
の
跡

地
等
も
有
効
活
用
し
て
、
一
層
の
雇
用

を
う
み
だ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

次
に
「
産
ん
で
育
て
る
に
優
し
い
町
」

に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
保
育
所

の
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
取
組
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
現
在
で
は
保
育
所
の
待
機
児

童
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
ま
す
が
、
数
か
月

経
過
す
る
と
40
人
程
度
が
待
機
す
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
世
帯

等
に
お
い
て
困
難
を
抱
え
て
い
る
女
性

や
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
女
性
も
少

な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
名
張

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
を
生
活
保
護

で
支
え
る
の
で
は
な
く
、
意
欲
の
あ
る

方
々
に
は
積
極
的
に
社
会
へ
出
て
、
活

躍
い
た
だ
く
男
女
共
同
参
画
の
取
組
で

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

女
性
が
社
会
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
は
年
間
を

通
じ
て
保
育
所
の
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
名
張
市
が
躍
進
し
て
い
く

た
め
に
、
女
性
が
働
け
る
場
所
が
あ
り
、

働
き
続
け
る
こ
と
を
支
援
す
る
体
制
が

整
っ
て
お
り
、
子
育
て
支
援
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画（
原
谷
サ
ポ
ー
タ
ー
）

　

東
日
本
大
震
災
は
、
極
め
て
深
刻
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
ま
た
９
月
の
台
風

12
号
・
15
号
の
襲
来
も
県
内
を
は
じ
め

全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
防
災
分
野
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
は
、
防
災
の
観
点
か
ら

も
男
女
共
同
参
画
の
観
点
か
ら
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
女
性
の
意
見
を
反
映
し

た
防
災
対
策
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

（
市
長
）

　

非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。
防
災
対

策
は
自
助
、
共
助
の
順
で
重
要
で
あ
る

と
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
し
て
い
ま

す
。

　

自
助
、
ま
ず
自
ら
の
備
え
は
大
丈
夫

か
、
３
日
間
の
食
糧
や
救
急
の
常
備
薬

を
入
れ
た
防
災
袋
の
準
備
は
で
き
て
い

る
か
、
家
具
等
の
転
倒
防
止
は
で
き
て

い
る
か
な
ど
を
折
に
触
れ
お
話
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
自
助
の
部
分
に
お
い
て
、

女
性
の
気
づ
き
や
思
い
が
反
映
さ
れ
な
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け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

続
い
て
共
助
で
す
が
、“
絆
”
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
地
域
は
、
比
較
的
被
害

が
最
小
限
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
復
旧
作

業
に
も
男
女
が
固
定
的
な
役
割
に
と
ら

わ
れ
ず
に
共
同
で
取
り
組
み
、
い
ち
早

く
復
旧
が
進
ん
で
い
る
印
象
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
の
生
活
等
に
お
い

て
、
女
性
や
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
女
性
職
員
を
災
害
対
策
本
部
の

構
成
員
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

さ
い
ご
に

（
市
長
）

　

名
張
市
で
は
毎
年
度
、総
合
計
画
「
理

想
郷
プ
ラ
ン
」
に
か
か
る
市
民
意
識
調

査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
設
問
の
中
で
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
と
い
っ
た
男
女
の
固
定
的
な
役
割

分
担
」
に
同
感
す
る
か
否
か
を
お
聞
き

し
て
い
ま
す
が
、
固
定
的
な
役
割
分
担

に
同
感
し
な
い
割
合
が
非
常
に
高
く
、

男
女
共
同
参
画
の
意
識
が
市
民
の
皆
さ

ん
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
ご
理
解
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
成
果
は

行
政
だ
け
で
な
く
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
団
体
等
に
よ
る
市
民
活
動
が
活

発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

〜
取
材
を
終
え
て
〜

　

女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
に
あ
た
っ

て
辞
退
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、個
々

に
様
々
な
要
因
が
あ
る
と
推
察
し
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
女
性
も
男
性
も
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
け
る
環
境
で
は
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
住
み
や
す
い
名
張
市
の

い
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
つ
つ
、
加
え
て

男
女
共
同
参
画
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
、

市
長
の
ま
す
ま
す
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
達
市
民
活
動

団
体
も
微
力
な
が
ら
、
様
々
な
場
所
で

大
き
な
声
を
出
し
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
三
重
県
男
女
共
同
参
画
推
進

　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー　

坪
田
公
兒
）

　

審
議
会
に
お
け
る
女
性
委
員
の
割

合
、
市
議
会
に
お
け
る
女
性
議
員
の
割

合
、
女
性
管
理
職
の
割
合
等
が
大
変
高

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
取
組
を
進
め
よ
う
と
さ
れ

る
市
町
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
意
識
調
査

に
お
い
て
も
、
名
張
市
民
の
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
意
識
の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
男
女
共
同
参

画
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
に

お
い
て
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解

の
促
進
や
意
識
の
普
及
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
重
県
男
女
共
同
参
画
推
進

　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー　

竹
内
文
子
）

　

初
め
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
緊
張
し
ま
し
た

が
、
市
長
ご
自
身
が
熱
心
に
思
い
等
を

語
っ
て
く
だ
さ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
強
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
と
て
も

親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
。
知
人
で
あ
る

名
張
市
在
住
の
方
か
ら
は
「
産
ん
で
育

て
る
に
優
し
い
町
」
に
す
る
た
め
、
精

力
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
期
待
で

き
る
市
長
で
あ
る
と
う
か
が
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

（
三
重
県
男
女
共
同
参
画
推
進

　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー　

原
谷
順
子
）
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※「みえチャレンジサイト」では、主な支援機関や講座・イベントの紹介のほか、活躍している女性へ
のインタビューなど、チャレンジに役立つ情報をお届けしています。

「何から始めたらいいんだろう」
「はじめの一歩を踏み出すのが不安」
「どこに相談したらいいのかわからない」と思ったら
http://www.pref.mie.jp/CHALLENGE/「みえチャレンジサイト」で検索してください。

「みえチャレンジサイト」
“チャレンジしたい女性を応援する”サイトです。
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